
　
　
　
紹
　
　
　
　
介

合
理
的
に
し
て
大
謄
な
る
原
則
に
終
始
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
而

も
替
れ
は
博
士
の
中
世
史
に
封
ず
る
見
解
よ
り
生
ず
る
必
然
の
飾

結
に
他
な
ら
な
い
。

　
文
藝
復
興
期
に
於
け
る
北
方
嫌
悪
及
び
十
八
世
紀
に
於
け
る
中

世
否
定
の
傾
向
よ
り
由
興
す
る
謬
見
を
打
破
し
て
、
申
世
を
ば
特

殊
な
る
生
活
、
ゴ
シ
ッ
ク
文
化
隔
こ
し
て
認
識
す
る
傾
向
に
封
し
て

中
世
を
古
代
近
代
ε
隔
絶
せ
る
別
殊
な
る
生
活
ぐ
』
見
す
し
て
、
古

代
要
素
ざ
新
し
き
生
活
要
素
ミ
の
混
交
す
る
生
成
の
プ
ロ
セ
ス
其

物
ε
す
る
に
、
よ
り
歴
史
的
な
る
見
地
に
立
脚
す
る
見
方
が
あ
る
。

権
村
博
士
は
常
に
後
者
の
見
方
を
有
力
に
代
表
し
て
居
ら
れ
た
。

聡
穎
史
の
中
心
事
實
は
ロ
ー
マ
風
グ
ル
マ
ン
風
肚
會
の
成
立
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

る
。
此
の
就
會
の
成
立
は
交
互
的
で
あ
る
。
一
面
に
於
い
て
は
グ

ル
マ
ン
の
ロ
ー
マ
化
で
あ
り
他
爾
に
於
い
て
ロ
ー
マ
胤
會
の
グ
ル

マ
ン
化
で
あ
る
。
此
の
信
認
こ
そ
正
し
く
本
篇
に
潜
む
ラ
イ
ト
モ

チ
…
フ
で
あ
っ
て
、
本
篇
を
し
て
右
の
如
き
形
式
を
採
ら
し
め
た

る
所
以
で
あ
る
。
此
の
一
見
大
浮
な
る
試
み
は
、
今
後
の
中
世
史

研
究
に
、
砂
か
ら
ぬ
刺
載
ε
光
明
ざ
を
與
へ
る
で
あ
ら
う
く
」
信
ず

る
の
で
あ
る
。

　
　
　
第
十
五
巻
　
　
錦
悶
【
號
　
　
　
口
輪
・
七
山
ハ

　
要
す
る
に
本
篇
は
古
代
中
世
罷
業
期
に
横
は
る
諸
種
の
錯
綜
せ

る
問
題
を
能
く
整
理
し
て
其
の
間
自
ら
著
者
濁
虜
の
見
解
を
示
せ

る
の
み
な
ら
す
、
第
一
篇
の
第
三
章
四
章
、
第
二
篇
の
第
三
章
及

び
第
三
篇
は
大
醒
に
於
い
て
西
欧
史
壇
に
充
分
評
慣
さ
る
べ
き
新

研
究
に
属
し
て
居
る
。
正
に
坂
口
博
士
の
「
希
臓
文
明
の
潮
流
」

ミ
相
並
ん
で
吾
が
西
洋
三
豊
に
永
く
輝
く
べ
き
珠
玉
で
あ
ら
う
9

論
評
す
る
よ
り
も
、
簸
ろ
糠
っ
て
墨
ぶ
べ
き
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ざ
す

べ
き
で
あ
る
。
（
菊
鋼
四
〇
〇
頁
、
偵
、
三
入
○
、
星
野
書
贋
）
〔
鈴
木
〕

醗
西
洋
史
講
座

雄
山
閣
登
行

　
曾
て
日
本
史
、
東
洋
史
の
講
座
を
還
し
た
雄
心
閣
書
店
で
は
、
、

今
度
そ
の
姉
妹
講
座
，
こ
し
て
西
洋
史
講
座
を
遡
行
し
た
っ
瀬
川
、
，

大
類
爾
博
士
監
修
の
下
に
な
る
も
の
で
未
だ
数
冊
を
出
し
た
に
す

ぎ
な
い
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
見
て
も
執
筆
者
に
睡
蓮
の
入
、
多
撒

を
加
へ
、
編
纂
法
に
も
特
別
の
注
意
が
彿
は
れ
て
居
る
の
を
見

る
。
圭
要
部
分
は
「
古
代
東
方
二
品
史
」
に
始
ま
り
「
現
代
史
」
に
至

る
時
代
史
で
あ
り
、
そ
の
他
、
外
交
、
思
想
、
宗
敏
か
ら
昔
樂
、
建

築
、
美
術
等
の
特
殊
方
面
を
も
撫
へ
て
、
夫
々
分
身
諸
氏
が
得
意

（　17・1　）



の
筆
を
振
ふ
筈
で
あ
る
。
窃
輯
ξ
し
て
大
類
博
士
、
時
野
谷
助
教

授
が
「
史
籍
解
題
」
を
受
け
持
九
れ
て
居
る
の
も
讃
者
に
は
喜
ば
し

い
。
「
旧
史
地
割
」
も
附
加
さ
れ
る
豫
定
で
あ
る
。
何
れ
完
結
後
更

に
紹
介
の
機
を
得
る
で
あ
ら
う
。
（
全
十
八
巻
、
償
各
二
、
○
○
）

〔
猪
谷
〕

磯
西
洋
史
概
説

花
井
野
馬
三
著
、

　
往
年
西
洋
史
の
便
利
な
摘
要
・
こ
さ
れ
た
蕎
著
「
西
洋
史
要
」
に
今

回
、
加
筆
さ
れ
て
、
版
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
讃
相
野
ら
す

簡
明
，
憾
言
な
博
士
の
史
筆
を
う
か
撃
ふ
事
が
で
き
る
。
巻
末
鰍

洲
大
笑
の
結
末
を
叙
し
て
「
ウ
イ
ル
シ
ム
濁
世
煮
焼
オ
ラ
ン
ダ
に

奔
り
、
十
一
日
ド
イ
ツ
体
駕
し
、
十
四
日
ボ
ー
ラ
ン
ド
自
立
し
て

エ
ゥ
買
パ
の
大
寄
薫
る
。
是
に
撃
て
エ
ゥ
ロ
バ
の
三
等
國
悉
く
亡

ぶ
」
の
如
き
で
あ
る
。
古
代
エ
ジ
プ
ト
に
始
ま
り
今
世
紀
初
頭
の

急
騰
詮
の
流
行
か
ら
、
欧
洲
啓
國
の
情
勢
を
蓮
べ
大
戦
の
結
末
迄

に
至
っ
て
居
る
。

　
原
語
表
を
加
へ
、
地
圓
、
爲
翼
版
も
多
数
挿
入
し
て
あ
る
が
、

惜
し
い
事
に
爲
眞
版
の
大
部
分
の
印
棚
が
鮮
明
を
多
い
て
居
る
。

　
　
　
　
紹
　
　
　
　
介

（
菊
判
三
八
七
頁
、
白
林
祉
嚢
行
、
償
三
、
七
〇
）
〔
猪
谷
〕
、

翻
満
洲
地
誌
研
究

田
中
秀
作
署
」

　
近
年
我
が
國
の
人
ロ
食
糧
問
題
が
強
く
論
議
さ
る
・
に
至
る

や
、
地
理
的
歴
史
的
に
我
が
國
ぐ
」
最
も
緊
密
な
る
戸
越
に
立
つ
満

洲
が
、
朝
野
識
者
の
間
に
着
目
さ
る
、
に
至
っ
た
こ
ミ
は
，
も
隔
こ

よ
り
當
然
の
蹄
結
で
あ
る
ミ
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に
本
地
方

に
就
い
て
は
南
満
洲
隠
道
株
式
會
就
そ
の
他
に
よ
り
個
々
の
事
象

に
關
す
る
調
査
の
詳
細
な
る
も
の
が
多
々
獲
表
さ
れ
た
け
れ
さ
も

未
だ
國
民
の
海
外
獲
展
に
充
分
な
素
地
を
與
ふ
る
に
必
要
な
纒
つ

た
地
理
書
が
な
か
っ
た
こ
「
こ
は
我
々
の
最
も
癒
憾
ミ
す
る
所
で
あ

っ
た
。
こ
れ
我
が
國
の
地
理
學
者
が
時
日
の
制
限
を
受
け
て
こ
の

廣
大
な
る
地
域
に
就
い
て
臨
地
研
究
を
な
す
こ
ミ
の
困
難
な
る
の

み
な
ら
す
、
匪
賊
等
の
危
険
が
あ
る
か
ら
、
ま
た
比
む
を
得
ぬ
こ

一
こ
で
も
あ
っ
た
。
裳
に
多
年
満
鐵
調
査
課
に
奉
職
さ
れ
現
に
彦
根

高
商
教
授
た
る
田
中
秀
作
氏
に
依
っ
て
満
洲
地
誌
研
究
が
公
に
さ

れ
た
こ
ε
は
、
最
も
意
義
深
き
も
の
た
る
ε
共
に
ま
た
其
の
人
を

得
た
も
の
噛
こ
信
ず
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
・

　
　
　
第
十
・
五
巷
　
第
四
號
　
　
　
山
ハ
七
七

（工7う）


